





















「 こ の 一年 を 振 りか え っ て 」






神 田 啓 治




















飯 田 哲 也
　講演者の自然エネルギー促進法案の成立のための活動、通産省の総合エネルギー部会の委員としての
活動を踏まえて、最近の 日本と海外のエネルギー事情がまず紹介された。その中では、ヨーロッパ、ア
ジアともに脱原発の動きが進む中、 日本だけが電力業界と組んだ官僚の不合理な行政運営によって、 自
然エネルギーへの転換が阻害されてしまっていることが、具体的な経験に基づいて話された。
　最後に、今後のエネルギー政策のあり方として、原発依存を現在の規模で凍結しておいて、新エネル
ギーの可能性を追求するのが現実的な解であるという見通しが述べられた。
